
 

 

§カテゴリー申請解除の手引き 
 
※私がカテゴリー申請解除できたのは「2016 年 9 月時点」です。 

 
現在は Amazon 側の規定で「３０個以上」が条件になっています。 

 
その他の条件も変更になっている可能性があるので、最新の情報を調べた上で

この手引きを参考に申請してください。 

 

 

◆出品申請が必要な３つのカテゴリー 

 
・ドラッグストア 

・コスメ 

・食品&飲料 

 

 

◆カテゴリー申請に必要なもの 

 
・請求書 

 
 ※レシートとか領収書では受け付けてくれないので注意 

 

 

（請求書の例） 

 
 



 

 

 
 
 
 
 
 
 

◆請求書に記載されている必要がある６つの情報 

 

１．仕入れた商品名 

  
 →申請するカテゴリーに該当する商品 

 
 ※商品のカテゴリーはモノレートで検索すると簡単に確認できます！詳細は  

 後ほど説明します。 

 

２．商品の数量が３点以上あること（現在は３０点以上になっています） 

  
 →購入点数が少ないと Amazon 側で「継続的な仕入れ・販売の判断」が 

 できないため 

 

 
３．請求書に卸の店舗印があること 

 
 

４．請求書の発行日が９０日以内 

 

 

５．仕入先（卸）の店舗名・住所・電話番号・メールアドレス・Web サイト 

  
 →メールアドレスと Web サイト情報は記載しなくても私は通りました 

 

６．出品者の店舗名・住所・電話番号・メールアドレス・Web サイト 

  
 →出品者の情報は「AmazonSeller」に登録している情報と、一致している

必  

 要があります 

 

 

※注意事項 

 
・卸でもネット販売している場合、審査してくれません！ 

 



 

 

・小売店が発行するレシートや領収書では審査してくれません！ 

（小売店とは＝ホームセンター、ドラッグストア、スーパーなど） 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆卸業者の見つけ方 

 
１．卸+地名でネット検索 

 
  →私の場合は世田谷に住んでいるので「卸+世田谷区」で検索しました。 

 
  卸の一覧が出てくるので、それを一つずつ検索してホームページを確認。 

  良さそうなところをピックアップして、請求書を書いてもらえるかどうか 

  電話で問い合わせをしました。 

   
  ホームページがしっかりしている卸は、ネット販売しているところが多く 

  実店舗を持って小売している場合もあります。 

 
  また、一般客に対する請求書の発行は難しいという回答が多かったので、 

  気持ち的に折れてきました。 

 

  なので、次の手としてタウンページを取り寄せて探してみました。 

 

 

２．タウンページを取り寄せて卸を探す 

   
  →実際に取り寄せて見てみましたが、ネットに載っている情報とほぼ   

  変わりありませんでした。これはやらなくていいと思います。 

 



 

 

 

3. ☆オススメ「卸売市場」で一般客向けに小売している卸を探す 

 

 →タウンページは取り寄せなくていいと言いましたが、パラパラと  

 めくっているうちに、気になるキーワードを見つけました。 

 

 それが「卸売市場」というワードです。 

 

 私は知らなかったのですが、東京には中央・地方含め２４の 

 卸売市場があります。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（中央卸売市場・地方卸売市場配置図） 



 

 

 
※東京都中央卸売市場公式ホームページより抜粋 

http://www.shijou.metro.tokyo.jp/info/tihou/ 
 

【中央卸売市場（11 市場）】 

・築地市場 

・食肉市場 

・大田市場 

・豊島市場 

・淀橋市場 

・足立市場 

・板橋市場 

・世田谷市場 

・北足立市場 

・多摩ニュータウン市場 

・葛西市場 

 
【地方卸売市場（13 市場）】 

・上野生花 

・練馬青果 

・東久留米水産 

・東久留米青果 



 

 

・府中大東京綜合 

・国立青果 

・東京フロリネット多摩生花 

・八王子魚市場 

・八王子北野青果 

・八王子生花 

・立川生花 

・青梅インターフローラ 

・青梅青果 

 私の場合は勤務先の近くに「卸売市場」があったので、ウェブ上で検索し  

 てみたところ、一般客向けに日用品や雑貨を小売しているお店を発見しま 

 した！ 

 

 そこで卸売市場に訪問し、請求書を発行してもらえるかお店の人に 

 聞いてみたところ、 

 

 すんなりオッケーをもらえました！！ 

 

  普段から請求書を書くことが多いのでしょうか？ 

  一般客でもすんなり書いてもらえました。 

 

 

  ※注意点（私の実体験） 

    
  いざ商品を買う際、いきなり買い物カゴを持って 

  「請求書をください」と言うと、相手に嫌がられます。 

 

  事前に請求書を書いてもらえるか？ 店舗印を押してもらえるか？ 

  などを確認して、スムーズに事が進むよう配慮しましょう。 

 

 

◆商品カテゴリー確認方法 

 
ドラッグストアカテゴリーの申請をしたいけど、 

この商品カテゴリーわからないよ！ってときは、 

 

モノレートで検索してみましょう！ 

 

商品を検索するとランキングの隣に「カテゴリー」が表記されるので、 

これを見て仕入れ商品を選んでいきましょう！ 



 

 

 
（モノレート画像） 

 
 

ちなみに、Amazon で販売して利益が出る商品、もしくは普段使うシャンプ

ー、洗剤、ティッシュなど、日用品を仕入れると無駄にならなくていいですね

^^ 
 

 
 
 
 
 
◆申請から解除までの流れ 

 
これは、私が実際に申請してから解除されるまでの流れを 

タイムラインで表記してみました。 

 

流れで追っていくと申請の手順がわかりやすいと思います^^ 

 
 

・９月５日（月）２２：２５ Amazon へカテゴリー申請する 

 
 →申請手順に関してはネット上に情報がたくさん落ちているので、 

 そちらを参考にしていただくとわかりやすいと思います^^ 

 
 「FBA カテゴリー申請 手順」などと入れて検索してみてください。 

 
 

・９月６日（火）１０：４２ Amazon から TEL あるも電話にでれず 

 

 →その後、メールで申請見送りの連絡が来る。 

 



 

 

 
 
ガーン・・・と思い「ここであきらめちゃいけません！！！」 

 
 →まずは Amazon に事情確認のために折り返し TEL 

  
 →すると担当部署の方より、申請に当たって電話口で確認したいことが 

  あると言われます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆電話口で聞かれる９つの確認事項 ※質問は順不同 

 
１．店舗名 

 
２．店舗の住所 

 
３．商品の保管は上記の住所で行なっているのか？ 

 
４．仕入先の店舗名（卸） 

 
５．上記の仕入先は卸か小売か？ 

 
６．ドラッグストアの想定売上は？ 



 

 

 
７．商品にリコールが起こった場合の対処方法は？ 

 
８．商品の保管・管理方法は？ 

 
９．随時連絡のつく電話番号 

 

※基本的にコスメ、食料&飲料カテゴリーでも同じことを聞かれるので、 

下の回答例を参考に答えていきましょう！（焦らずゆっくりで大丈夫です） 

 
Ｑ１．出品者様の店舗名を教えてください 

→Ａ．○○○（Amazon セラーセントラルに登録している店舗名）です。 

 
Ｑ２．店舗の住所を教えてください 

  →Ａ．○○○（Amazon セラーセントラルに登録している住所）です。 

 
Ｑ３．商品の保管は上記の住所で行なっていますか？ 

  →Ａ．はい、そうです。 

 
Ｑ４．仕入先の店舗名を教えてください。 

  →Ａ．○○○○○（請求書を書いてもらった卸名）です。 

 
Ｑ５．仕入先は卸ですか？それとも小売ですか？ 

  →Ａ．卸です。 

 
Ｑ６．ドラッグストア（コスメ、食品&飲料）の想定売上はいくら位ですか？ 

  →Ａ．月１０万円ほどになります。 

 
Ｑ７．商品にリコールが起こった場合はどのように対処されますか？ 

  →Ａ．購入者の安全確認をしたうえで、仕入先と連携して対処します。 

 
Ｑ８．商品の保管・管理方法はどのようにされますか？ 

  →Ａ．消費期限、パッケージの破れ等を商品ごと目視で確認し管理しま

す。 

Ｑ９．随時連絡のつく電話番号を教えてください。 

  →Ａ．○○○（Amazon セラーセントラルに登録している電話番号）です。 

 
（Amazon）「質問は以上になります、ご協力ありがとうございました。」 

というかんじでやり取りは終わります。 

 

あとは Amazon からの連絡を待つのみですね（ドキドキ） 

・９月６日（火） １１：３２ Amazon から出品権限付与の連絡 

 



 

 

 
 

やったー！！！ 

これで２４時間以内に出品登録が可能になります！ 

 

 
◆最後に 

 
ドラッグストア・コスメ・食品&飲料カテゴリーを申請解除することで、 

仕入れ店舗、商品の幅が一気に広がります！！ 

 

今まで行かなかったようなお店でも仕入れができるようになるので、 

より一層楽しくせどりができるようになります^^ 

 

手間がかかることをあえてやることで、 

他のライバルに差をつけることができます。 

 
これを機に一気に申請解除していきましょー！！ 

 

 

おしまい 


